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Thewaististhecenterofallmovementsandtheymuststartfromthispoint,becausethecenterofgravity

residesthere.Wewillconsiderhowitinfluencesthesounds.

腰は,全ての動きの申し､である｡全ての動きは,ここから発せられなければならない｡なぜなら,体の重心が此処に

あるからである｡重心がどのように音色に影響するか,考察する｡

は じ め に

演奏家の姿勢は,それぞれ美しい｡バランスが取れて

いるからである｡全体のバランスは,どこで取るのであ

ろう｡ 体の中心-重心である｡では,重心とは,どのよ

うに意識するのか,そしてそれが,音色にどのように影

響していくのか考察する｡

く重心とは〉

`̀重心"とは,つまり ｢支点｣である｡

支点は,その支えの状態により,全てに影響を及ぼす

力を持つ｡

支点の状態が,緩んでいる時,音はリラックスした音

色を持ち始める｡ 反対に,支点の状態が,緊張している

と,張りのある音色を作り出す｡

どんなに,指先を鍛えて,細かいテクニックを身につ

けても,重心の在り方に間違いがあると,表現を半減さ

せてしまう恐れがある｡

音色を整え,一曲を演奏するのに必要な,統一感を生

むのに,重心の状態を意識することは,必要不可欠なの

である｡

〈重心の位置〉

重心の位置は,本来,腰の中心部分にある｡しかし,

立っている時の重心の位置と,座っている時の重心の位

置は,手足の位置が変わるので,自ずと変化すると考え

られる｡

立っている時は,重心の上下に-直線上に,頭も手足

も並んでいる｡しかし,座ると手足は,胴体の前に曲げ

て出される｡手足が,曲げられた時点で,腰の重心に負

担が無意識にかかってくる｡この姿勢を長時間行うので

あれば,曲げた手足を支えやすい場所に,重心の位置を

変えるべきであろう｡

では,ピアノの椅子に,どのようにすわるとバランス

が取れるのだろうか?

ピアノの椅子に座った時の,重心の位置は,立った状

態より少し後ろ側に位置するのが良いと,考える｡もち

ろん,もっと曲げられる状態も残して,背中から腰に手

を当てると,腰の窪みがほぼなくなり,平らに感じられ

る位置と考える｡

例えば,横たわって,背中を下にして寝る時,全身の

力も抜いていれば,布団の平面に背中が隙間なくっいた

状態になるはずである｡この姿勢に似ている｡これを想
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像すると,座った状態でも背中が平らになる位置を意識

しやすい｡この場合,立った状態より,腰の位置だけを

少し後ろに押した状態なので,肩が反動で内側に曲がら

ないよう気をつける｡

この位置に重心が落ち着くと,手足が前にある座った

姿勢は,手足を後ろに引っ張る状態になり,手足に重み

をかけやすく,自然落下のバランスをとりやすくなる｡

これが,ピアノを弾く時の,基本の重心の位置と考え

る｡

く重心の移動〉

重心の移動は,基本の位置と,前後の3つの位置が考

えられる｡

基本の位置より前に重心を移動した場合,体の状態は,

より緊張した感じになる｡反対に,基本の位置より後ろ

に重心を移動した場合,体の状態は,より弛緩された状

態になる｡

演奏の曲目によって,または,演奏部分によって,よ

り自然な音につながる様,この重心の位置は移動されな

ければいけない｡

意識していないと,知らず知らず,弛緩された位置に

する癖がっいていることも,しばしばある｡ 練習してい

る間に,疲れ,いっの間にか腰の重心がずれることは,

無意識に起こりやすい｡反対に張り切りすぎても,緊張

する位置に重心が移勤しやすい｡

本来の,基本の位置を常に意識して,演奏の姿勢を準

備することを身につけたいものである｡

〈重心の位置と音色の関係〉

基本の位置に,重心がある場合どのような音色になる

のか考える｡

基本の位置に重心があれば,自分の持っ音の中で,一

番落ち着いた音を引き出すことができるはずである｡

手足が,どのように動いても,胴体は,びくともしな

い状態と言える｡無駄な力を抜いて,何時間でも座って

いられる座禅に似ているかもしれない｡姿勢を支える最

小限の力を残して,この基本の位置に重心を置くのが,

望ましい｡

この状態が定まることにより,胴体の重みが,無意識

に音に加わることがなくなる｡基本の位置は,単に,座っ

た状態のバランスを取る位置であって,この時点で重み

をかける必要がないのである｡

主に,この基本の姿勢は,古典派までの曲を弾く場合,

意識すると有効である｡

バロックや,古典派の曲は,今のピアノのような構造

と違い,当時の楽器が,体重をすべてかけると重みに耐

えられない構造をしていた時に作られたものである｡

もちろん,基本の位置を全く動かないで,フレージン

グは歌えないが,重心の動く幅がロマン派以降の曲を奏

する時よりは,狭くなると考える｡これが,古典派の音

色を作ると考える｡その上で,細かな表現は,指先,辛

首,肘,肩までの使い方が,より多彩でなければならな

い｡
歴代の巨匠は,古典派以前の曲目は,ロマン派以降の

ように,ロマン派以降の曲目は,古典派以前のように演

奏しなさいと言う言葉を残している｡

実際に,このように演奏し,成功することは,大変困

難である｡

なぜなら,古典派以前の作品を本当に,ロマン派以降

のように演奏すると,その時代の形式美がなくなること

になりかねないし,ロマン派以降の作品を,古典派以前

のように演奏すると,冷めた演奏になりかねないからで

ある｡

古典派以前の形式美を残した上で,ロマン派以降に匹

敵するイメージを表現できること,ロマン派以降の感情

表現を自由に残した上で,作曲家の意図に忠実に,冷静

に従う範囲の表現ができることを,巨匠は指している｡

大きな時代の特徴は,重心の在り方で,更に,細かい

表現は,指先から肩までで,変化させることができると

考える｡

つまり,古典派以前の曲目には,基本の姿勢の重心を

最小限の動きで支え,指先から肩までを最大限に活用す

る｡また,ロマン派以降の曲目には,基本の姿勢の重心

を最大限の動きで支え,指先から肩までを最小限の動き

にあてはめる｡こうすることにより,実際に,その時代

の良さを残して,表現の幅を広げることができると考え

る｡

ロマン派以降の場合,重心の位置を最大限に活用する

ことで,よりドラマティックな音色を生み出すことがで

きると考える｡
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細かいテクニックは,ロマン派以降更に追及され,ピ

アノと言う楽器も進化し,大ホールでの演奏に耐え得る

よう,繊細な上にしかし,強靭にもなった｡

指先から肩の使い方は,重心が大きく移動しても,そ

れに左右されないだけの支えができるよう鍛えられるこ

とで,重心が最大限にかかれば重みのある,または,強

靭な音を,重心が最小限にしかかからなければ,繊細な,

軽い音,柔らかい音をだすことが可能になる｡

く音色と関係する重心の緊張状態〉

前の項では,古典派以前の音色と,ロマン派以降の音

色を,重心の使い方の範囲でせつめいしてきた｡

ここでは,更に,細かく二つの時代に分けて述べる｡

バロックと古典派の違いをどうすればよいのか,ロマ

ン派と近現代の違いをどうすればよいのかということで

ある｡

この変化の違いは,重心の緊張状態にあると考える｡

バロックと古典派を比べると重心の動く範囲は,古典

派のほうが広い必要がある｡形式美を離れ,内面を表現

し始めた古典派の演奏には,緊張していた姿勢を崩す内

面の動きが必要である｡重心はバロックよりは,柔軟な

状態にあるべきである｡

ロマン派と,近現代の場合は,どうであろうか｡

ロマン派と近現代を比べると重心の動く範囲は,ロマ

ン派のほうが広い必要がある｡ ロマン派は感情表現の宝

庫であり,内面の状態もこれ以上ないほど劇的な変化に

対応しなければいけない｡近現代は,ロマン派の主観的

な表現法から,より客観的な表現法へと変化していると

ころがある｡ロマン派の人間的なものから近現代の社会

そのものの様に端的な物質的な無機質な表現に陥り,感

情を押し込め緊張状態に戻ったと言えるのではないだろ

うか｡

ロマン派で最大限に対応するよう,柔軟に幅広く位置

していた重心は,近現代の場合,緊張状態が高まり,動

く範囲を制限されることになると考える｡

4つの時代,バロック･古典派 ･ロマン派 ･近現代に

対し,重心の緊張状態は,緊張 ･弛緩 ･弛緩 (最大限)･

緊張 (最大限)と考えられる｡

これを意識することにより,重心の位置 ･状態による

音色の違いをより一層作り出すことが可能になってくる｡
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〈重心の意識の仕方〉

重心は,本来,`̀重''みを感じて意識することから,

それを自在に使いこなすようになる｡しかし,この重心

を緊張も弛緩もさせず,重みとして意識 しない状態もあ

る｡

`̀無''の状態である｡

宇宙の時代,インターネットの時代,架空の映像を操

り,ロボットと会話する時代｡相手は,まさに "蘇"其

の者である｡

この世界は,無限大である｡その拡がりをイメージす

ることが先考する｡感情が後から意識される｡夢のよう

な状態である｡

音楽の世界もあらゆる形が出尽くして,今,残されて

いるのは,その世界なのかもしれない｡

もちろん最初は,｢無｣から音が出てきたのである｡

常に感情が生まれ,音がそれによりイメージされ形になっ

た｡

今,音が氾濫している｡人工的な音の洪水である｡ こ

の音に全て感情を持って反応していては,神経が持たな

いだろう｡ ある意味で無意識に感情を殺 している｡これ

が "無"になる意識に似ている｡これは,危険なことで

ある｡

意識して `̀無"になるべきである｡ 無意識に "蘇"に

なることに慣れてはいけない｡感情をどうやって出すか

がわからなくなる可能性もあるのである｡

"後から考えると,こんな気持ちだった"と言うのは,

その時は,何も感じていないことなのである｡

生演奏には,`̀今"感 じる感情ができるだけ音の出る

前に必要なのである｡

"無"の意識もはっきりそれと意識されていないもの

は,表現できないのである｡

重心は "無"であっても隠された位置にしっかり意識

されていなければならない｡そうすれば,動かなくとも

この重心を支えに "無"の世界が無限大に拡がるのであ

る｡

お わ り に

重心を意識することが,音色を整えるのに,どのよう

に関わるか,考察した｡重心は,全体の音質を決定する
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最終機関と言える｡これを間違えると,どんなに上手く

彩られた演奏でも,全く別の世界の作品に陥る場合があ

るのである｡

感情を見失うことなく,重心を見失うことなく,演奏

のバランスを取っていきたいものである｡




